
















































1　 ウイリアム ･ ブリッジス、倉光修 ･ 小林哲郎訳『トランジション―人生の転機を活かすために』
バンローリング、2014 年









































































































































































































































ことが大変困難な状況となり、2018 年度は BC リーグ（栃木ゴールデンブレーブス）
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とは周囲の人が stage Ⅰ - Ⅴの状況と対応を心に留めておくことである。そして、
①重大な転機を乗りこえるには長い時間が必要であること、②自分自身だけで乗り
こえることは至難の業であること、③ブリッジス理論（6 つのアクション）やシュ
ロスバーグ理論（4つのS）を主体的に利用できる人はほんの一握りしかいないこと、
を覚えておくことも必要である。その上で、励ます（その過程に参加しない）ので
はなく、積極的に寄り添う（その過程に参加する）ことにより、やっと本人が転機
を乗りこえる事ができるのである。
　あわせて筆者からプロ野球球団に対する意見を述べると、球団によるキャリア支
援などはほとんど実施されていないのが現状である。野球界に携わる人からいわせ
ると、勝負の世界にいながら引退後を考えることはナンセンスだというかもしれな
いが、野球選手の平均実働年数は 10 年にも満たず後の人生の方が長いことは明白
である。このような状況において、何らかの可能性を秘めた人材を埋もれさせない
ためにも現役段階からのセカンドキャリア啓発は社会貢献としても非常に意義のあ
ることである。プロ野球関係者には、是非ともご一考いただきたいと願っている。
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　また、一般社会でも働き方が変化しており、会社組織や福祉関係者においても
転機を迎えた人への対応方法を知り得ておくことは非常に重要といえる。したがっ
て、人生の転機はシュロスバーグがいうようにそれぞれの事情によって異なるだろ
うが、基本的な対応をすべての人が身につけておくことが必要となるのである。
　ただ、本研究は転機を迎えた人へ周囲の人が最低限心に留めておくべき注意点を
述べたものにすぎないといえよう。そのため、個々のケースを支援するにはさらに
踏み込んだ研究をしなければならないと考える。この点については、筆者の今後の
課題としたい。
